別記様式第２号

地域と調和した畜産環境確立事業実施計画承認申請書

番　　　号　
年　　月　　日　

[bookmark: _Hlk190094930]
群馬県○○農業事務所長　宛て
（群馬県知事　宛て）
  
市町村長                      　　   
所在地
団体名
代表者名
               　　　   

　○○年度において、下記のとおり地域と調和した畜産環境確立事業を実施したいので、地域と調和した畜産環境確立事業実施要領第６に基づき申請します。

記

[bookmark: _Hlk190095453]１　総括表（別記様式第1号－１又は２）
[bookmark: _Hlk161257931]２　実施計画（別記様式第２号－１又は２）

- 1 -

- 6 -
別記様式第1号－２
○○年度地域と調和した畜産環境確立事業実施計画（実績）総括表
（良質堆肥流通促進）

市町村名（　　　　　　）

１堆肥分析支援
	事業実施主体
	畜種
	飼養頭羽数
(頭・羽)
	年間堆肥生産量(t)
	肥料届出の有無
	分析項目数(項目)
	事業費(円)
	負担区分（円）

	
	
	
	
	
	
	
	県
	市町村
	その他

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※事業実施主体と事業対象となる堆肥の生産農家が異なる場合、事業実施主体名の下に括弧書きで堆肥生産農家名を記載（以下、２及び３も同様）

２堆肥広域流通支援
	事業実施主体
	畜種
	飼養頭羽数
(頭・羽)
	年間堆肥生産量(t)
	新規･拡大
	事業実施時期
	堆肥供給量(t)
	堆肥販売額(円/2t)
	距離(km)
	事業量(回)
	県助成額(円)

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



３堆肥散布作業受託支援
	事業実施主体
	畜種
	飼養頭羽数
(頭・羽)
	年間堆肥生産量(t)
	新規･拡大
	事業実施時期
	堆肥供給量(t)
	堆肥販売額(円/2t)
	事業量(回)
	県助成額(円)

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



４堆肥購入・定着支援
	事業実施主体
	作物名
	面積
(a)
	施用時期
	肥料中の窒素量(kg/10a)
	化学肥料由来の窒素量削減率(％)
	堆肥購入元
	畜種
	購入量(t)
	事業費
(円)
	負担区分(円)

	
	
	
	
	現行の化学肥料由来
	堆肥に置換える量
	
	
	
	
	
	県
	市町村
	その他

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


[bookmark: _Hlk190092308]別記様式第２号－２（１）
○○年度地域と調和した畜産環境確立事業実施計画
（良質堆肥流通促進のうち堆肥分析支援）

[bookmark: _Hlk190093938]１　目的

２　事業実施主体名・住所
[bookmark: _Hlk190767197]　　　※事業実施主体と事業対象となる堆肥の生産農家が異なる場合は、堆肥生産農家名・住所を括弧書きで下段に記載する。
また、３及び４の項目については堆肥生産農家について記載する。

３　畜種・飼養頭羽数

４　年間堆肥生産量

[bookmark: _Hlk161243809]５　事業の内容及び経費
（１）堆肥分析項目
	[bookmark: _Hlk161304358]氏名
	畜種
	住所
（生産事業所）
	分析項目
	特殊肥料生産者
届出
	備　考

	
	
	
	窒素全量
	ﾘﾝ酸
全量
	加里全量
	炭素窒素比
	亜鉛全量
	銅
全量
	石灰全量
	ｐH
	EC
	水分含有量
	クロピラリド含有量
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※ 分析を行う項目に○を記入する。ただし、次の項目を必須とする。
牛糞堆肥：クロピラリド含有量、　豚糞堆肥:銅、亜鉛、　鶏糞堆肥:亜鉛
[bookmark: _Hlk148453530]※ 「特殊肥料生産者届出」の欄は、「有」「無」を記入する。届出済の場合は備考欄に受理番号を記入する。
※ 同一農家で複数の検体を分析する場合は、住所欄の下段に括弧書きで生産事業所の所在地を記入する。

（２）経費の負担区分
	区　分
	数　量
	単　価
	事業費
	負　　担　　区　　分
	備　考

	
	
	
	
	県補助金
	市 町 村
補 助 金
	その他
	

	
堆肥分析支援



	
	 　 円




	     円




	      円




	      円




	      円




	

	合　計
	
	
	
	
	
	
	



６　事業着手及び完了予定年月日
着　手　　　年　　月　　日
完　了　　　年　　月　　日


[bookmark: _Hlk190094199]７　添付資料
（１）堆肥分析の見積書
[bookmark: _Hlk190093839]（２）堆肥生産農家（事業実施主体）の環境負荷低減のチェックシート（別記様式第３号－１）
（３）地域と調和した環境確立事業評価表（別記様式第４号）











別記様式第２号－２（２）
○○年度地域と調和した畜産環境確立事業実施計画
（良質堆肥流通促進のうち堆肥広域流通支援及び堆肥散布作業受託支援）

１　目的

２　事業実施主体名・住所
※事業実施主体と事業対象となる堆肥の供給農家が異なる場合は、堆肥供給農家名・住所を括弧書きで下段に記載する。
また、３～５の項目については堆肥供給農家について記載する。
　
３　畜種・飼養頭羽数

４　年間堆肥生産量

５　特殊肥料生産業者届出番号（　　　　　　　　　　　）・販売業者届出番号（　　　　　　　　　）

６　事業の内容及び経費
（１）堆肥供給先農家等の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	区分
	氏　名
	住　所
	堆肥供給先農家
	距離
(km)
	堆肥
供給
時期
	堆肥
供給量
（t）
	堆肥
供給価格
(円/2t)
	備考

	
	
	
	作物別対象面積 （ａ）
	
	
	
	
	

	
	
	
	稲
	麦
	野菜
	果樹
	
	計
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※ 対象面積は堆肥の流通、散布の対象となる面積を記入する。 
※ 「区分」欄は「堆肥広域流通支援」は「流通」、「堆肥散布作業受託支援」は「散布」と記入する。
※ 住所の番地は省略する。
（２）助成額
	区　分
	数量
	助成単価(円)
	
県助成金(円)
	備　考

	堆肥広域流通支援
	
	※     

	
	

	堆肥散布作業受託支援

	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	


· 1,000円＋200円×距離(km：小数点以下切捨)、上限7,000円

７　事業着手及び完了予定年月日
着　手　　　　年　　月　　日
完　了　　　　年　　月　　日


８　添付資料
[bookmark: _Hlk190361160]（１）良質堆肥流通促進事業に係る堆肥供給先対照表（別記様式第２号－２（２）ア）
（２）堆肥購入及び搬入・散布委託証明書（別記様式第２号－２（２）イ）
[bookmark: _Hlk190413514]（３）受益地域の位置図（記入事項)
ア　事業実施主体の堆肥保管場所
イ　堆肥広域流通支援については堆肥供給先、堆肥保管場所からの距離がわかるもの
ウ　堆肥散布作業受託支援については作業を行う場所
[bookmark: _Hlk190096422][bookmark: _Hlk189742203][bookmark: _Hlk190768017]（４）堆肥供給農家（事業実施主体）の環境負荷低減のチェックシート（別記様式第３号－１）
（５）地域と調和した環境確立事業評価表（別記様式第４号）






別記様式第２号－２（２）ア

良質堆肥流通促進事業に係る堆肥供給先対照表

事業実施主体又は堆肥供給農家（　　　　　　　　　　　）

	    　年度（事業前年度の実績）
	     　年度（事業年度の計画）
	新規･拡大の別

	堆肥供給先
	供給量(ｔ)
	堆肥供給先
	供給量(ｔ)
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　　計
	
	合　　計
	
	




記載例[image: ]
- !式の終わりが正しくありません。 -
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別記様式第２号－２（２）イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
堆肥購入及び搬入・散布委託証明書


群馬県○○農業事務所長　宛て


下記のとおり、新規（又は拡大）で、○○○○より堆肥を購入し、その搬入又は散布作業について、○○○○に委託することに相違ありません。

記

ア　新規の堆肥購入となります。
	作物名
	

	ほ場の場所（住所）
	

	施用面積
	　　　　　　　　ａ

	購入量
	　　　　　　　　ｔ

	購入時期
	　　　　　　　　月

	購入価格
(税込)
	単価(2t)
	　　　　　　　　円

	
	合計額
	　　　　　　　　円

	委託内容
	　　　搬入　　・　　散布




イ　これまで、堆肥購入をしてきましたが、施用面積の拡大等に伴い、購入する量を増やします。
	
	事業年度の状況
	前年度の状況

	作物名
	
	

	ほ場の場所（住所）
	
	

	施用面積
	ａ
	ａ

	購入量
	ｔ
	ｔ

	購入時期
	月
	月

	購入価格
(税込)
	単価(2t)
	円
	円

	
	合計額
	円
	円

	委託内容
	搬入　　・　　散布
	搬入　　・　　散布




　　　　年　　月　　日

　　　堆肥購入者名（委託者）※署名又は記名押印


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


※ア、イどちらかに○をつけ、必要事項を記入する。
※委託内容は搬入、散布どちらかあるいは両方に○をつける。
※堆肥購入者（委託者）ごとに作成し、署名又は記名押印をする。

- !式の終わりが正しくありません。 -

- 13 -
別記様式第２号－２（３）
○○年度地域と調和した畜産環境確立事業実施計画
（良質堆肥流通促進のうち堆肥購入･定着支援）

１　目的

２　事業実施主体名・住所

３　対象作物・ほ場の場所・面積

４　化学肥料由来の窒素量削減計画
	[bookmark: _Hlk190413331]
	肥料名
	施用量
(kg・ｔ/10a）
	うち窒素量
(kg/10a)
	窒素量合計
(kg/10a)
	化学肥料由来の窒素削減割合（％）

	現行（    　年）
	化学肥料
	
	
	
	(A)
	{(A)-(B)}/(A)×100

　　　　　　　％


(C)/(A)×100

　　　　　　　％


	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	堆肥等有機質資材
	
	
	
	
	

	計画（   　年）
	化学肥料
	
	
	
	(B)
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	事業対象の堆肥
	
	
	
	(C)
	

	
	その他有機質資材
	
	
	
	
	



５　堆肥施用時期

６　堆肥購入元の名称・所在地・堆肥の種類(名称) 

７　特殊肥料生産業者届出番号（　　　　　　　　　　　）・販売業者届出番号（　　　　　　　　　）

８　土壌分析の時期（どちらかに○をつける）
　ア　既に実施　　　　　年　　月　　日　（事業年度の前年度に実施している場合）
　イ　これから実施　　　年　　月

９　経費の負担区分
	区　分
	数　量
	単　価
	事業費
	負　　担　　区　　分
	備　考

	
	
	
	
	県補助金
	市 町 村
補 助 金
	その他
	

	堆肥購入・定着支援



	
	 　 円




	     円




	      円




	      円




	      円




	

	合　計
	
	
	
	
	
	
	



10　事業着手及び完了予定年月日
着　手　　　　年　　月　　日
完　了　　　　年　　月　　日


11　添付資料
（１）堆肥購入の見積書
（２）受益地域の位置図（堆肥の施用場所)
（３）事業実施主体となる耕種農家の環境負荷低減のチェックシート（別記様式第３号－２）
（４）地域と調和した環境確立事業評価表（別記様式第４号）






[bookmark: _Hlk190361106][bookmark: _Hlk190361261]

別記様式第３号－１

環境負荷低減のチェックシート（畜産経営体向け）
	
	申請時
	（１）適正な施肥
	報告時

	①
	□
	※飼料生産を行う場合（該当しない□）
肥料の適正な保管
	□

	②
	□
	※飼料生産を行う場合（該当しない□）
肥料の使用状況等の記録･保存に努める
	□



	[bookmark: _Hlk189746227]
	申請時
	（２）適正な防除
	報告時

	③
	□
	※飼料生産を行う場合（該当しない□）
農薬の適正な使用・保管
	□

	④
	□
	※飼料生産を行う場合（該当しない□）
農薬の使用状況等の記録･保存
	□

	⑤
	□
	※飼料生産を行う場合（該当しない□）
病害虫･雑草が発生しにくい生産条件の整備を検討
	□



	[bookmark: _Hlk189746879]
	申請時
	（３）エネルギーの節減
	報告時

	⑥
	□
	畜舎内の照明、温度管理等施設・機械等の使用や導入に際して、不必要･非効率なエネルギー消費をしないように努める
	□



	
	申請時
	（４）悪臭及び害虫の発生防止
	報告時

	⑦
	□
	悪臭・害虫の発生防止・低減に努める
	□

	⑧
	□
	家畜排せつ物の管理基準の遵守
	□



	
	申請時
	（５）廃棄物の発生抑制、適正な循環的な利用及び適正な処分
	報告時

	⑨
	□
	プラ等廃棄物の削減に努め、適正に処理
	□



	
	申請時
	（６）生物多様性への悪影響の防止
	報告時

	⑩
	□
	※特定事業場である場合（該当しない□）
排水処理に係る水質汚濁防止法の遵守
	□



	
	申請時
	（７）環境関係法令の遵守等
	報告時

	⑪
	□
	みどりの食料システム戦略の理解
	□

	⑫
	□
	関係法令の遵守
	□

	⑬
	□
	ＧＡＰ・ＨＡＣＣＰについて可能な取組から実践
	□

	⑭
	□
	アニマルウェルフェアの考えに基づいた飼養管理の考え方を認識している
	□

	⑮
	□
	農業機械等の装置・車両の適切な整備と管理の実施に努める
	□

	⑯
	□
	正しい知識に基づく作業安全に努める
	□


※の記載内容に「該当しない」場合は、□にチェックする。この場合当該項目の「申請時」「報告時」のチェックは不要



別記様式第３号－２

環境負荷低減のチェックシート（農業経営体向け）
	
	申請時
	（１）適正な施肥
	報告時

	①
	□
	肥料の適正な保管
	□

	②
	□
	肥料の使用状況等の記録･保存に努める
	□

	③
	□
	作物特性やデータに基づく施肥設計を検討
	□

	④
	□
	有機物の適正な施用による土づくりを検討
	□



	
	申請時
	（２）適正な防除
	報告時

	⑤
	□
	農薬の適正な使用・保管
	□

	⑥
	□
	農薬の使用状況等の記録･保存
	□

	⑦
	□
	病害虫・雑草の発生状況を把握した上で防除の要否及びタイミングの判断に努める
	□

	⑧
	□
	病害虫・雑草が発生しにくい生産条件の整備を検討
	□

	⑨
	□
	多様な防除方法（防除資材、使用方法）を活用した防除を検討
	□



	
	申請時
	（３）エネルギーの節減
	報告時

	⑩
	□
	農機、ハウス等の電気・燃料の使用状況の記録・保存に努める
	□

	⑪
	□
	省エネを意識し、不必要・非効率なエネルギー消費をしないように努める
	□



	
	申請時
	（４）悪臭及び害虫の発生防止
	報告時

	⑫
	□
	悪臭・害虫の発生防止・低減に努める
	□



	
	申請時
	（５）廃棄物の発生抑制、適正な循環的な利用及び適正な処分
	報告時

	⑬
	□
	プラ等廃棄物の削減に努め、適正に処理
	□



	
	申請時
	（６）生物多様性への悪影響の防止
	報告時

	⑭
	□
	病害虫・雑草の発生状況を把握した上で防除の要否及びタイミングの判断に努める（再掲）
	□

	⑮
	□
	多様な防除方法（防除資材、使用方法）を活用した防除を検討（再掲）
	□



	
	申請時
	（７）環境関係法令の遵守等
	報告時

	⑯
	□
	みどりの食料システム戦略の理解
	□

	⑰
	□
	関係法令の遵守
	□

	⑱
	□
	農業機械等の装置・車両の適切な整備と管理の実施に努める
	□

	⑲
	□
	正しい知識に基づく作業安全に努める
	□






　
別記様式第４号　
地域と調和した畜産環境確立事業評価表
（　事　項　名　）

	事 業 の 導 入 に よ り 期 待 さ れ る 効 果 及 び 目 標

	












	
	※事後評価の提出予定時期（ 実績報告提出時 ・ 事業実施年度の１年後 ・ その他 ）

	事業の効果及び目標の達成状況
	自己評価及び改善事項等

	







	





	
	


県記入欄



  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 注１）事項ごとに作成する。
 注２）事業実施計画書に添付するときは、「事業の導入により期待される効果及び目標」欄のみを記入する。
 注３）事後評価の提出予定時期について、該当するものを○で囲むこと。
 注４）事業完了時点もしくは事業を実施した翌々年度の4月20日までに、「効果及び目標の達成状況」及び「自己評価及び改善事項等」の欄に
　　　追記し報告する。
 注５）事業効果・目標については、できる限り具体的な数値を用いて記述すること。

- !式の終わりが正しくありません。 -

- 18 -
image1.emf
堆肥供給先 供給量(ｔ) 堆肥供給先 供給量(ｔ)

○○農園 4○○農園 4

農事組合法人　○○○○ 10農事組合法人　○○○○ 20 拡大

○○ファーム 8 新規

令和6年度（事業前年度の実績） 令和7年度（事業年度の計画）

新規・拡大の別


